
 

 記者発表資料（２）                      福 島 市  
 

令和元年７月４日 

 

ごみ減量化に向けた「地区座談会」を開催します 
 

 福島市廃棄物減量等推進審議会からの、「ごみ処理有料化の導入について」の答申に示さ
れた「令和３年度までに市民１人１日あたりのごみ排出量を 890ｇ以下にする」目標達成に
向け、「ごみ分別アプリ」のサービス開始や、事業者を対象に「事業系ごみの減量化・資源
化セミナー」の開催などの「ごみ減量大作戦～チャレンジ ごみ減量２０％」を展開中です。 
今年度のごみ減量大作戦の取り組みの一つとして、たくさんの方々にごみへの関心を持っ

ていただき、減量化にご協力いただくため、「地区座談会」を開催いたします。 

 
記 

 

１ 日  時 ： 令和元年７月１６日（火）～８月９日（金）のうち 
          延べ１７日間 １１８回 
 
２ 場  所 ： 市内６６カ所（支所、学習センター、各地区集会所など） 
         ※ 詳しくは、市ホームページをご覧ください。 
 
３ 内  容 
 （１）第１部 市からの説明 

    ① 福島市のごみ排出・処理の現状 
        ② ごみ減量化のために～「ごみ減量大作戦」を決行 
    ③ ごみを減らすための具体的方法 など 
 （２）第２部 「座談会」 

“ごみ減量のために”をテーマに、意見交換を行います。 
 
４ 周知方法 
  ・市政だより７月号に「地区座談会」で使用する小冊子を折り込み、全戸配布し、開催

案内の班回覧を各町内会に依頼しました。 
  ・市ホームページや「ごみ分別アプリ」、市公式ＳＮＳなどでも開催についてお知らせ

します。 
 
５ その他 
  ・暑気払いシーズンを前に、飲食店・事業所を対象に、食品ロス削減に向けた「おいし

い食べきり！２０２０運動」※の啓発も行います。 
   ※「おいしい食べきり！２０２０運動」は、宴会のときに、「最初の２０分間と最後

の２０分間」は自席に着いて、出された料理をおいしくいただくという運動です。 
宴会では、たくさんの料理が残りがちになります。 
宴会時の食べ残しを減らすキャンペーンとしては「３０１０運動」が一般的です

が、２０２０年に、東京オリンピック 野球・ソフトボール競技が福島市で開催さ
れることにちなみ、大会成功の願いも込めて、福島市としての取り組みをスタート
させました。 

 
担当：ごみ減量推進課 ごみ減量推進係 

   課長 高田豊一、係長 安齋和幸 

   電話024-525-3722（直通） 


